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わ れ わ れ は 天然に 多量 に存 在する単糖か ら自然界に 微量 に しか 存在 しな い

希少糖の生 産を行 っ て い る。今 回デオキ シ 糖 に着 目し、主 に海草中 に存在

する L一フ コ
ー

ス （6 デオキシ ーL一ガラク ト
ー

ス ） お よび そ の鏡像体 で あるD ・
フ コ

ー
ス （6デオキ シーD一ガラ ク トース ） を 出 発原料 に し た デオキ シ糖の 生

産に 関 して 検討 した。
まずL一フ コ ース お よび D一フ コ ース を 出発原料 とし、ラ ネ ーニ ッ ケ ル を用 い

た化 学的還 元法 に よ り、そ れぞ れか ら6デオキ シ ．L一ガラ クチ トール お よび

6デオキ シーD 一ガラ ク チ トール を得た。次 に ガラ ク チ トール を酸化 しD ．タ ガ

トース 生産 能を有するEnte’robacter 　aggiomera ・ns 　221e株 を用 い て それ ぞれ の

デオキ シ糖 ア ル コ ール を基 質に洗浄菌体反 応 を行 っ た。IIPLC］分 析 の結果

よ り、本 菌は 6デオ キ シ ーL一ガラ ク チ トール を酸化 し 1．デオ キ シーD一タ ガ トー
ス に 転換し、6デオキ シーD一ガラ ク チ トール を酸化 し6デオ キ シーD一タ ガ トー
ス に 転換で きる こ とが わ か っ たe
本菌株を 用 い た 6デオ キ ン ーL一ガ ラ ク チ トール お よび 6デオ キ シ ・D一ガ ラ ク

チ トール の 酸化 した 結果 よ り1位、6位 の メチ ル 基 の存 在 にか か わ らず糖 の

構 造 を 認識 し転 換 を行 う こ とが で き、優 先的 に D 体 の タ ガ トース へ と転換

す る こ とが わ か っ た。

Rae・tatsetta　on．tviiehin．otJtica 　MB426 株 （MB426 株 ）が生産 す る L一リボース イ ソ

メ ラーゼ（L−RI）は 、　 L一リボース とL一リブ ロ ース 間及 び、　 D 一タ ロ ース とD一タ
ガ トース 間 、L一ア ロ ース とL．プ シ コ ース 間 な どの 各 希少 糖の 可 逆 的 異 性 化

反 応 を触媒 す る こ とか ら、これ らの 希少 籍 の 生産 に 応 用 す る こ とが で き る

と考 え られ てい る。L−RI（MB426 株）は 、精製 され 、至 適 pH9 ．0、至 適 温 度

45℃で あ りt金 属要求性 が な い とい う こ とが 確か め られ た。
従来報告 され て い るAcinetebacte’r　calcoaee ‘icus　DI．−28株（DI，・28）1．−RIは L・リ
ポース のみ が 誘 導剤で あ り、D一リ キ ソース に生育 可 能な 変異 株 を獲得す る

こ とに よ っ て大 量 に 酵素 を生産 で きた c しか し、MB426 株の 場 合 は D ・リ キ

ソース に生育可 能で あ り、菌体 内に L−RIを誘 導生産 し た。すな わ ち、　 DI．−
28株 と MB426 株 とで は酵素 の 生 産 に 関 す る性 質 が 全 く異 な っ て い る こ と

が あ き らか とな っ た 。両 菌株 のL−R【の熱 安 定 性 はMB426 株 が45℃．　DL −28
株が 9．O℃で あ る こ とか ら、　 MBd26 株 が 耐熱性 に 優れ て い る。
そ こで 、実 際に L−RI（MB426 株｝を利用 して リ ビ トール を 出発原料 と希少糖

で あ るL一リボースの 生 産 を試み るな ど、各種の 希少糖生産 に つ い て検 討 し

た 。ま た 、DL −28株 の L −RI との 比較 を行 うた め、本菌株の L−RI の ア ミノ 酸

配列 の 検討 を進め て い る。
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　L一ラ ム ノ ー
ス イ ソ メ ラ

ーゼ （L・RhI 〕は 、主 に L一ラム ノ
ー

ス とL一ラム ニ ュ

ロ ース の異性化を触媒す る酵素 であ るが 、微生物起源に よ っ て 基質特異性

が 異 な っ て い る。E、　cotiの 酵素 は基質特異性が 狭い が 、1）settdomo ・na ．s　stutzerll
の L・RhI は某質特異性が 広 く、それ を利用 して さ まざまな希少糖の 生産 に

利用 さ れ て い る。Rstutzcri と遺伝的相同性の 高 い 根粒菌M 、　lotiの L −Rhl は、
Rstutzeii と同様 に各種 の 希少糖 の 異 性化 を触媒 する こ とが 明らか とな っ

た c

　 こ れ まで の L −RhI に よる希 少糖 の 生産 は、　 D 一ア シ コ
ー

ス か らD一ア ロ
ー

ス

の 生産 を中心 に して 研究 されD ・ア ロ ー
ス の 大量生産 を可能に して い る。L一

タ ロ ー
ス は、現在ほ とん ど生産 され て お らず、生産す る こ とで 今後 さらな

る研究 に利贋 され る こ とが期待 され る た め、本研究で はL一タ ロ
ー

ス の 生産

を試 み る こ と に した 。
　こ れ ま で に根粒菌M 、totiを研究対象 と し、L−Rh 】の ク ロ ーニ ン グ と活性発

現 させ る こ と に成功した の で、この 酵素 を生産 に用い た 。L一ソル ボ ー
ス 発

酵 に よ っ て 容易 に生産で き る L．ソル ボース を、D一タ ガ トース ・S一エ ピ メ ラー
ゼを用 い エ ビマ ー化 を行 い 、L一タ ガ トースを 生産 した 。　 L一タ ガ ト

ー
ス か ら

M ．loii　te来組み 換え L −Rhl を 用 い 、　 L一タ ロ ース の生産に つ い て 検討 を行 っ

た。レ タ ロ ース 以外 の希少 糖の生産 に つ い て も検討 して い る。
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希少糖 D一プシ コ
ー

ス は動脈峺化防止作 用 な ど有用な効果が確認 さ れて お

e、1一デオ キシ D 一プ シ コ
ー

ス （ldDPsi ）はD一プ シ コ
ー

ス の 比 較物 質 として

興味深 い 希少糖で ある。こ れまで に ］dDPsiは化学合成を用 い て生 産さ れて

い るが、研究 目的の 試薬 とす るに は よ り多量 に 生産で きる 方法が 求め られ

る。そこ で 本研究で はL一ラム ノ
ー

ス か らの ldDPsiの 生産 を試み た。
まず、6一デ 才キシ L一ブ シ コ

ー
ス をL一ラム ノ

ー
ス か らL．ラム ノ

ー
ス イ ソ メ

ラ
ーゼ お よびD一タ ガ ト

ー
ス 3一エピメ ラ

ー
ゼを 用 い て 調製 した （日本農芸 化

学会 2eo7年度大 会〉。こ れ に高ll／ca件下で ニ ッ ケ ル 触媒 を用 い て 水素添 加

した結 果、1・デオ キ ン D 一ア リ ト
ー

ル 〔6一デオ キ シ L一ア リ ト
ー

ル ） と1一デオ

キ シ D一タ リ ト
ー

ル （6一デ オキ シ L一タ リ ト
ー

ル ）の混合物が 得 られ た 。こ の

混合物 を基質 として Eft．terobacten’　aerosTenes 　IK7 に よ る 菌体反 応を 行 っ た 結

果、1一デオキ シ D ・ア リ ト
ー

ル の みが 選択的 に ldDPsi へと酸化 され た 。
五．A ．IK7 に よる 両基質総量の 減少は ほ とん ど無 く、レ デオキ シ D一ア リ ト

ー
ル か らの ldDPsi 生産率 は約 90％ で あ っ た。こ の 反 応混合物 を分 離 した結

果、ldDPsi と 1一デオ キシ D一タ リト
ー

ル をそれ ぞれ純品 として 得た。生産物

の 同定 は化学合成 したldDPsi と比較 し、両者の
L3G 　NMR ス ペ ク トル お よび

旋光度が 一
致 した こ とに よワ確認 した。

Production 　of 　L −talose　usi 皿 g　recombina 皿 t　L・rhamnose 　isomerase
frem 　Mesorhinobi” m 　loti

　L⊃Eriko
’
1／KNIGUCHII ，Wayoon 　POONPERMI ，Kenii　MORIMOTO2 ，

　Goro 丁AK ・fDA ］，Ken 　IZUMORI ⊥

　〔
IRare

　 Suger 　 Reseach 　 Center，Kagawa 　 Univ ．，2Rave
　Suger　Rescach

　Genter ，Kagawa 　Univ ．Rare 　Suger　Reseach 　Genter，Kagawa 　Univ．）
Keywords 　rare 　sugcr ，1−rhamnose 　is〔mlerase ，　Mesorhiiobium　loti

Novel　 me 血 od 　f｛｝r　bioprDductiDn　of 玉・deDxy 　D ・psicose　from　L ・
rhamnDse 　via 　6國deox ア1」−psicose　and 　6 −deox ）厂 L

−a11ito1

跳濡飜 踟 糖黜 躍 器 雛 畳論
end 肛 RA°

L・

　Ken　IZUMORIl

　（
IRare

　Sugar　Research　Cen しer，　Kagawa 　Unlv、，20xibrd 　Unlv．）
Key　words 　l．d 巳〔，xy 　D −psi⊂ose ，　L−rhamnose ，　En 乱erobac しer　aerogcncs

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


